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( 1 ) 与 式 = 3 + 10

= 13
～

5 Y × 8 x 3 y
( 2 ) 与 裘 =

10 xy

= 4xym

( 3 ) 与 式 = 3B - 23 * *18 =33
=… ×Ʃ=望

=√
.

( 4 ) 与 式 = 10 a - 2 b - 9 a + 6 b
= a t 4bmm

( 5 ) y = 2 x - 9 を x t 3 y = 1 に 代入 して

x + 3 ( 2x . 9 ) = 1

x t 6 x - 27 = 1

7x = 28

x = 4

x = 4 を y = 2 x - 9 に代入 して

y = 2 × 4 - 9
= 8 . 9
= - 1

よ
,
て

x

= 4 .
y

= - 1
～～～



( 6 ) x
2
- 7 x - 18 = 0

⇒ (x - 2 ), (x - 9 ) = 0

:x = - 2
.
9

mm

2 a t 3 b ≤ 100
～～～

( 7 )

1000 円 未満 であれば
2 a t 3 b ( 1000

( 8 ) 樹形国 で 考 える
A B C

A B C

扌 ー表 ? ー表表
の

不 \
亠

単 ①
黒一表 ① 不亠

キ

\ 黒一灰 0

裏 ① . 実 メ
く

全部 で 8通り 少 なくとも 1枚 が 表 となるのは

7 通 りよって 求 める確率 は

羔



( 9 )

) x ) 2x

) 54E
F

OABC は AC = BC より = 等辺 三 角形 。よて

底角 が 等 しいから
∠ A = ∠ B = x / ☆ 二な

三角形 の 外角 の 定理 より
～

LACD = xtx

= 2 x

また 、

∠ CEF = 1800 - 126
?

= 540

l1 m より 同 位角 が 等 しの
2x

= 54

: . x = 27
～



( 1 O )

↑⑦
の 点 A を 中心 とした 円 を 作国 する
② ① と l の 交 点 から 半径 が 等 し 円 を

作国 する
。

③ ② の 交 点 と A を 結 ぶ

2
.

( い )
ア : 下 にるのグラつなので

y = x
～

ウ : アとグラフの 開 き

具合 が 等 しく 上 に

凸 のグラっなので

Y = - x
2

イ : ウよりグラつの 開 き

具合 が狭 いので 比例
定数 の 絶対値 が
ウより 大 きい 。 よって

Y = - 2x
.



工 : ウよりグラフの 開 き 具合 が 広 いので 比例⑨
定数 の 絶対 値がウより 小 さい 。 よって

y = - 1 x
～

( 2 ) A は Y = x のグラフェにあり x= 1 なの

y = (- 1 )
2

= 1 ∴ A ( - 1
,

1 )

C は Y = x
"

のグラフェにあり x = 3 なので

Y = 32
= 9

.

∴ C ( 3
,

9 )

. は ∞ ( ( 3
,

9 )人

に欠関数 でな 傾 き = 変化
の割合なの

8 傾 き = 変化 の 割合
Al. 1

,

' )

=

Y の 増加量
⑦ 〉

4
7 x x の増加量

= 48 = 2

ょって Y = 2 xt b とお ( と A ( - 1 , 1
)

を 通 るので

1 = 2 × ( - 1 ) th ⇒b = 3

: ∴ Y = 2 xt
3mm



( 3 ) は Y = x ” のグラフ 上 にあり x =なのでB2

y = 22
= 4 ∴ B ( 2 , 4 )

ハは
( 2 , 7 )

↓ ∞ ( ( 3 . 9 ) 左 国 のように D をとると
@

D
D は φ= 2x + 3
直線AC

のグラフェに

0 B ( 2 , 4 )
あり x = 2 なので

0

( . 1
,

1 ) 議 y = 2 × 2 - 3
) x

2 = て ∴ D ( 2 ,
7 )

mm

よって

D B = 17 - 4

=3

C
D 沅D
.

⇒ 3 十

B 是 YB

A
…31

A

よって OABC の 面積 は

Ix 3 × 3 -I

×3 A7
= 6
mm



3
.

( い

ー世分位範囲

1 組 の 四分位範囲 は

85 - 32 =53

( 2 ) 中央値

↓
邰

R
第 3 四分位数

第 3四分位数 は 上位 デ ー タの 中央値 なので凸

( 3 )

ア : 図 1 の 箱 ひげ 国 より 1 組 の 方 が 2組 よりも

四分位範囲 が 大 きい 。 よって 誤 り

↓ 国 より

イ : 1 組 のデー タ 範囲 : 115 - 15 = 100
～～～

2組 のデ ー タ 範囲 : 105- 5 = 10
～

下因より
～し
最大値 一 最小値

よて 1 組 と 2 組 のデ ータ 範囲は 等 しいので正しい
mm



ウ : 箱 ひけ国 はデ ー タの 散 らばり具合 を 見 るため

なので、 具体的 なデ ー タは 分 からない
⇒ 1 組 に 55 分 の 生徒 がいるかどうかよ

分 からない 。

よって 誤 り

ェ ーの①

↓ 第 1 四分位数 = 32分

1 組 の 生徒は 35 人 なので 。 下位デ ータの
個数
7

個∞⇒中√
全 デ ー タは 35 個

第 1 四分位数 は 32 分 なので

0 o 0 0 o o

0第 1 四分位数 = 32分
o oooooooo

ー濁以
下位 デ ー タ 17個

よって 33 分 以 下 は 少 なくとも 9人
る

⇒ 3 3 分以下 の 生 徒 が 9 人 以 上 いる
～ 。

よって 正 しい
m

↳ 9 人 も 含 む

オ :平均値 は 箱ひげ 中 に X ゃんで 表 すが

国 いに 記載 がなため不明。 よって 誤 り



4
( い )

LADE を 底面 とすると

高 さは AB なので

1
4 × 4 × 1 × 4*~
LADB AB

'

111
. =

(2 )

BD , DE .

EB は

1辺 が 4 cm の 正方形 の

対角線 なので

BD = DE = EB = 43cm

B
岭 一衿い一注、

" "

DEM
4≡
/

DE の 中 点 を M とすると

DM = 23 cm



O BD M は 30 - 60 -90 n 直角 三角形なの

DM : BD : BM = 1 : 2 : 3
～

ュk

よって

DM : BM = 1 :
3

2冷

BM = 206 cm

したが ,
て

O BDE の 面積 は

I × 4Ʃ× 2√6 = 23 × 26

= 4⑫
= 8√3 cm

'

mmm

(3 )

A と OBDE の

距離
⇒ 正四 角 す ABDE

1

の 底面 を OBDE と

したときの 高 さ

⇒ : の 高 さを h cm

とする



OBDEXh × $ =翌～

8√3 ( ) より

A
よって

8r 3 th×5
B ゃ D

E

= 点 A と O BDE との

距離
=m

5
.

→
し) r 1辺 2 cm の 正方形がにスずっ

右 に移動
⇒ 横方向 に 47 . 縦方向 に 4

～ ～

v

よて 4 × 4 = 16 個
～

( 2 ) 1 cm × 1 cm → 5 × 5 = 25 個
～

2 cm × 2 cm → ( ) より 4 × 4 = 16 個
～

3 cm × 3 cm → ( いと同様 に
,
横方向 に 3 つ

,

縦方向 に 3 つ ⇒ 3 × 3 = 9個



4 cm × 4 cm → ( ) と 同様 に 2 × 2 =42
5 cm × 5 cm → 1

よって
。
25 + 16 + 9 + 4 + 1 = 55 個～

～

(3 ) 横方 向 に x . 縦方 向 に x とすると
、

x
'

= 169 x , 0 より x = 13
.

したがって
> 13 移動

目曲で、=
13 t 1 = 14 番目
～

丸 スタ ー トの 口
～

人

L
ロが13 移動

( 2 ) と 同様 に 考 えると
4 cm : 11 x l "

1 cm × 1 cm → 14 × 14 個 5 cm : l 0 × 10

2cm × 2 cm → 13 × 13 個 6 cm : S × 9

3 cm × 3 cm → 12 × 12 個 ↑ 7 cm : 8 × 8

: }
8cm : 7 × 7

.

8 cm × 8cm→ 7 × 7 = 49 個
～

6
.

( 1 ) 1秒後 のとき

E H
EF と D C の 交点 を X

.

A D D か 5 BC に 下 ろした

垂線 と B C の 交点 を
@ X

cy
Y とする

BF学
cm

2

G



台形 ABCD は 毎秒 1 cm で 動 くので 1秒後

では FC = 1 cm である
。

OCXF c O C D Y において

XF " D Y より 同位角 が 等 しいので
∠ CXF = ∠ CDY ー ①

∠ CF X = LCYD ー②

①
.

② より 2 組 の 角 がそれぞれ 等 しので
OCXF ∞ OCDY

対応 する 辺 の 比 は 等 しいので

XF : DY = CF : CY

4 τ
～

= BC - BY
= 6 - 4
= 2

よて

× F : 4 = 1 : 2 ⇒ × F = 2 cm

したが 。
て

,

Y = 上 × 1 × 2 =

= 1
∴Ym

(2 ) 点 A が 辺 H G 上 にくるときの 国 は以下 の

通 り

E H
この 形 になるまでの

A D

面積 の 変化 を 調 べる

F B G
C



( i )

EHOEx ≡ 2 のとき

重 なる 部分 は 移動 と

A D ともに
、 増加 する

。

ノ
/ x = 2 のとき

、
点 D が/

B
F

么
C

G 辺 EF 上 に 着 く

x 秒後 のとき ( ) より

XF s 4 = : 2 ⇒ × F -x 2x cm

∴ . y = Ix x ×2
x

= x
2

よって O ≡ x ≤ 2 の c き y = x
～ ～

( i ; ) 2 ≤ x ≡ 6 のとき
E H 重 なる国形 は 台形 となる

。

A ー C20 上底 : x - 2⑦ .

y 冒1

4 i 下 底 : x
^

B
F
\

x 贓 G 高 さ ? 4 より

y =

x -2 )tx 3 × 4
2

= 2 x - 2 )∠ × 2

= 4 x - 4

: ∴ 2 ≤ x ≡ 6 のとき y = 4 x-
4

～～n

x = 6 α とき
,

辺 AB が 辺 EF 上 に 着 くく



( iii ) 6 ≤ x ≤ 9のときょ
H 重 なる 部分 は 台形 ABCD

A D 全てなの

F B ca
y =

4 + 6)1
= 20

∴ 6 Ex ≤ 9 のとき y =～m

x = 9 α とき
,
辺 DC が 辺 HG 上 に 着 くく

E

( iv ) 9 ≤ x ≤ 13 のとき
H

AT
D.

4

夭
\

F B G
4 x

点 D が H G 上 → 点 A が HG 上

に 移動 するのは 辺 DA 分 だけ動 いたとき

である
。

( ii ; ) より 点 D が H G 上 に 着 くのは
9秒後 なので , 点 A が HG 上 に 着 くのは

9 + 4 = 13 秒後
E H

点 A が H G 上 に 着 く

A
0

X

D

までの 重 なる 国形 は

滋 な 国 の 通 り

F B B G59 C



点 C が G に 着 くのは 9 秒後 なので
、

CG = x . 9

BG = 6 - (x - 9 )

= -x + 15

ロ DX GC は 平行 四辺形 なので
DX = CG = x - 9

∴ . AX = 4 (x - 9 )
=
- x + 13

よ 。 て

y =

(- x + 15 ) +[- x +13)
= - 4x t 56

∴ 9 ≡ x ≡ 13 のとき y = - 4x + 56
.

以上 より A が HG に

着 くまでの 変域 は
⑤ ⑧

O ≡ x ≡ 13

であり
、

グラフは 左国

の 通 り

@ 0@

。

)



(3 ) 台形 AB CD の面積 は20cm なので

台形 ABCD の 面積 の 半分 は 10cm である
。

(2 ) のグラフより Y = 10

となるのは
⑥ ⑤

。 2 ≡ x ≡ 6

9 ≡ x ≡ 13

のときである
。

⑩ ⑪ ( ; ) 2 ≡ x ≡ 6 のとき

y = 4 x - 4 なので

Y =10を 代入 して

,
⑨

10 = 4x - 4

4x = 14 ⇒x
( i い 9 ≤ x ≡ 13 のとき

y =
- 4 x + 56 なので Y = 10 を 代入 して

10 =
- 4 x + 56

4 x = 40 ⇒x

よって x = 次 ,
～



.

( い )

「
1

X

ィ

⑪

X
0

L CAD と OFAB において

CD = EB より 等 し 凡 に 対 する 円周角 は

等 しから
∠ CAD =< FAB ー ①

AT に 対 する 円 周角 は 等 しから
LCDA =∠ FBA ー ②

①
.

② より 2組 の 角 がそれぞれ等しので
OCADSO FAB (証明終わり )

( 2 ) ①

い LACB は 直径AB に
ィ

, ィ
対 する 円周角 なので

450
∠ACB = 90 .

ニノ

) 450 ( LCAB = 450 より
ー

12
ー LCBA = 180- ( 90 - 45 )

= 450

よって OABC は 直角 = 等辺三角 形 である
。



したがって
CA : CB : AB = 1 に 1

昨

: AB = 1 : Ʃ ⇒ c : 12 = 1 :BCAA
よって

VƩ = 12 ⇒ C -

6fimmmct
A

* ィ

リ またCD =DE =EB より
0

ノ
LCAD =∠ DAE = LEAB

6 」i Gs
(600 ⇒ ∠ CAD は LCAB の 五倍

ィ

ニ

)
30N 450 ( ⇒ LCAE は LCAB の 5倍ー

12
ー

したがて
LCAE =③ x =3045

LCAF = 90 よりOCAF は 30 -600- 90
"

の

直角三角形 である 。

: CF : FA : CA = 1 : 2 : β ー☆

⇒ CF : CA = 1 に β
品

よって

SCF= 6 B →CF
品

m



②
( 1 ) より O CAD ∞ OFAB

ー
(2 ) ① ☆ より

(竺4%
ー CF : FA = 1 :

2
∴ . FA =4

N

6

したがって 相似比 は

CA : FB = 6Ʃ : 4862 . k
= 6 : 4 √3

2 ÷ 2

= 3 : 23

面積 比 は 相似 比 の 2 乗 に 等 しので
OCAD : L FAB = 32 : (3 )

<

ニ 9 : 12

= 3 : 4

したがって 0 FAB の面積 が分 かれば OCAD の

面積 を 求 めることができる
。

DABC の面積
「☆☆ 6玲 I × 12 × 6 = 36 cm

2

6
i

) DABCEO CAF におて 、

ー
2
～

八 底辺 を CB . CF とするとと
亠

高 さが 等 しので 、 面積比 は 底面比 と 等 しい



したがって

OABC LOCAF = 6Ʃ : ⑪
司
: 6E OCAF = 72√6

.

OCAF=
= 12 √3 cm

2
.

よって

OFAB = OACB - OCAF
= 36 - 123 cm

2

したがって

OCAD : LFAB = 3 : 4
～～

36 - 12√3

4 0 CAD = 3 ( 36 - 123 )

OCAD =3
= 3 ( 9 - 3B )

= 27 . 9√ 3cm
'mm


